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６ 議 事 録 （要点筆記） 

 

○岩井豊太郎委員長 

ただいまから、社会経済活力創出対策特別委員会を開会する。 

最初に、当委員会の運営についてであるが、委員会が所管する特定分野の中から、テーマを絞り込ん

だ上で、正副委員長の主導のもと、調査検討し、２年を目途に委員会として一定の提言を行うことを目

指すものであり、委員には積極的な審議をお願いする。 

まず初めに、当委員会の「令和５年度重点調査項目について」であるが、５月９日に開催された正副

委員長会議において、配付資料のとおり、「社会経済活力創出対策の推進に関すること」と決定された

ので承知されたい。 

また、本年度の具体的な調査項目については、配付資料のとおり、「コロナ禍・物価高騰等からの経

済回復・再生」、「社会経済構造の転換」及び「『清流の国ぎふ』文化芸術の創造・伝承と国際交流の

展開」について、参考人招致や先進地視察を積極的に行い、調査していきたいと思うがどうか。 

（「異議なし」の発言あり） 

○岩井豊太郎委員長 

意見もないようなので、案のとおり調査していくことに決定した。 

それでは、重点調査項目を踏まえ、調査項目に係る所管事務事業について、執行部より説明願う。ま

た、執行部の紹介も併せてお願いする。 

（三木商工労働部長 執行部挨拶・紹介） 

（兼松商工労働部次長 執行部説明） 

○岩井豊太郎委員長 

ただいまの説明に対して、質疑はないか。 

○平野祐也委員 

県産材利用促進条例の施行後、事業者等からの反応は。 

○長谷川県産材流通課長 

関係団体等に条例のＰＲを行う中で、非住宅の木造化に対する支援について、よく相談を受けている。

今後も、事業者等への説明会を開催し、普及啓発を図っていく。 

○平野祐也委員 

他国との交流提携は、どのような基準で進めているか。 

○酒井国際交流課長 

明確な基準はない。今回のポーランドの例では、カヌーチームが東京オリンピックの事前合宿を恵那

市で実施したことを契機に交流が始まった。交流の端緒は様々であるが、そこから共通点を模索し交流

を深めていく場合が多い。 

○平野祐也委員 

引き続き進めてもらうとともに、効果的な交流をお願いしたい。 

○今井政嘉委員 

宿泊業におけるデジタル技術活用等による生産性向上セミナーは、どういった形式でいつ頃開催され

るか。 

○渡部観光国際政策課長 

岐阜県旅館ホテル生活衛生同業組合と連携し、同組合の会合等の機会に併せて開催する。開催時期は

今年度前半を予定している。 

○酒向薫委員 

「脱炭素社会の実現に向けた森林の有効活用」に森林整備の事業があるが、スギ花粉対策の事業は行
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っているのか。 

○古沢森林経営課長 

県の林木育種場で生産した少花粉スギの種子を苗木生産者へ販売しており、「若返りを進める再造林

への支援」として、その少花粉スギ苗木の植栽に関する支援を行っている。 

○酒向薫委員 

企業立地補助金制度の対象業種に物流施設が新たに追加されたが、具体的な要件は。 

○浅井企業誘致課長 

道路貨物業、倉庫業、貨物運送取扱業、卸売業、物流施設を設置する小売業を対象業種とし、これら

が設置する大規模で多機能な物流施設を補助対象に加えたところ。 

土地を購入して施設を建てるだけではなく、施設の賃借についても補助対象とし、投資額10億円以上、

新規地元雇用10名以上等を要件としている。 

○酒向薫委員 

過去にあった、高速道路から下りることなく利用できる物流施設を開発するといった構想に対する支

援か。 

○浅井企業誘致課長 

開発ではなく、県内の用地に立地する物流施設の資産取得や賃借を補助対象にしている。 

○酒向薫委員 

企業誘致の面積に関する目標はないか。 

○浅井企業誘致課長 

岐阜県経済・雇用再生戦略において、350ヘクタールの工場用地開発をＫＰＩとしている。 

○国枝慎太郎委員 

有機農業の取組にあるオーガニックマルシェの規模や開催方法について、教えてほしい。また、オー

ガニックは農産物や食品など、幅広く考えられるが、何を対象とするのか。 

○大橋農産園芸課長 

オーガニックマルシェは、量販店や商業施設の一部に特設コーナーを設け、有機農業に取り組む生産

者が、直接販売することを検討している。 

販売対象は農産物を考えており、ＪＡＳ法に基づく有機農業に限らず、有機農業推進法に基づくもの

で、「化学合成農薬及び化学肥料を使用しない」「遺伝子組換え技術を利用しない」を満たす農産物で

あり、幅広く取り扱うことを考えている。 

○国枝慎太郎委員 

アートによる地域活性化の基礎調査の具体的な内容は。 

○大川文化創造課長 

全国的に注目され、成功を収めている、新潟県越後妻有の「大地の芸術祭」や、香川県・岡山県の「瀬

戸内国際芸術祭」のような、屋外で行う地域資源とアートを融合させた芸術祭について、本県における

開催の可能性を検討するため、県内市町村の地域資源を実際に訪れて調査するもの。 

○国枝慎太郎委員 

鵜飼の鵜匠や神社・仏閣で使用されている麻が不足し、別の素材に変えられるなど伝統が継承されな

いという課題がある。栃木県で取り組んでいるが、中山間や農地を活用して麻を栽培し、伝統を繋げて

いくことが、新たな地域の活力に繋がっていくのではないか。 

○高井文化伝承課長 

無形民俗文化財への支援については、使用する道具の修繕や、保存会活動への支援を継続して実施し

ているところ。修繕に係る材料の不足に対する支援の必要性については、関係団体から意見を聴きとり

ながら、検討を進めていきたい。 
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○国枝慎太郎委員 

もともと麻は県内で自生していたものであるが、法律により栽培にあたって県の許可がいる。許可が

あれば栽培に取り組みたい方もいると思われるので、よく検討してほしい。 

○若井敦子委員 

半導体関連産業に関して補助要件を緩和したということだが、活用実績はあるか。 

○浅井企業誘致課長 

要件緩和を行ったのは昨年度であり、現在は、工場着工前に必要な指定申請に向けた相談を受けてい

る状況であるため、今後、工場が稼働すると交付申請が出てくることになる。 

要件緩和を行う以前も、国策等もあり動きが活発で、今年度当初予算で補助金の交付を予定している 

40件のうち、２件が半導体関係である。 

○若井敦子委員 

新たに物流産業を補助対象に追加した狙いは。 

○浅井企業誘致課長 

物流産業は、全国的に活況を呈しており、まちづくりや雇用創出においてメリットがある。また、ド

ライバー不足の課題もある中で、全国的に拠点の見直しや整備が進んでおり、本県にも具体的な相談や

問い合わせがある。 

○平岩正光委員 

森林空間等を活用した森林サービス産業の創出は、地域の活性化に向けて期待ができ、森林県である

本県において重要である。令和５年１月に「ぎふ森のある暮らし推進協議会」設立総会を行ったが、現

在の進捗状況と今後の戦略は。 

○城戸脇森林活用推進課長 

２～３月にかけて協議会の会員に意向調査をしたところ、新しい事業を模索したいというニーズが多

かったため、６月上旬に第１回総会を開催した上で、先進事例等を紹介するセミナー及び会員同士の交

流会や異業種交流会の開催、情報提供のためのメールマガジン配信等を進めていく。 

具体的な事業を進めたい会員向けには、相談窓口の設置や専門家派遣等で対応していく。 

○平岩正光委員 

半導体関連産業誘致の推進など企業誘致の戦略についての考え方は。 

○浅井企業誘致課長 

半導体関連産業の誘致に有利となる県内各地域の特性、例えば、東濃地域では地盤が強固であること

や、西濃地域は水が豊富であること、取引先の関係で高速道路沿線である等、を整理して、取組を進め

ている。 

○平岩正光委員 

データセンター誘致の進捗についてはどうか。 

○浅井企業誘致課長 

東濃クロスエリアの市町村においては、リニア開業や地盤が強固であることもあり、特に積極的に誘

致を進めている。また、西濃地域では、ソフトピアジャパンに既存のデータセンターもありインフラが

整っている。こういった地域の強みを活かして、市町村と連携し誘致を進めている。 

データセンターの全国的な最適配置については国策でもあり、県東京事務所と連携して、今後引き合

いが発生しそうな企業のリストを作成し、地道に誘致しているところ。 

○平岩正光委員 

アートによる地域活性化の基礎調査について、大変関心がある。 

アートと融合することができる地域資源について、市町村へのアンケートを実施したと聞き及んでい

るが、現在の調査状況は。 
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○大川文化創造課長 

市町村へのアンケート調査は昨年10月に実施し、現在は、アンケートの結果を踏まえ、あらためて市

町村に聞き取りを行った上で、実際に現地を訪れて調査を進めているところ。 

○伊藤正博委員 

県制度融資「伴走支援型借換資金」について、現在の利用状況はどうか。 

○中垣内商業・金融課長 

今年１月に資金を創設してから３月までの融資実行実績は、想定よりもかなり多い331件、78.2億円。

４月分は集計中だが、融資実行の前段となる県信用保証協会の信用保証承諾実績が約30億円となってい

ることから、引き続き、資金需要は高いと見込まれる。 

○伊藤正博委員 

コロナ禍でのゼロゼロ融資は比較的借り易く、事業継続面での利用価値は高かったと思うが、最近の

報道によると、返済が始まったことで、倒産企業も多々あるとのことである。 

引き続き支援願いたい。 

○岩井豊太郎委員長 

質疑も尽きたようなので、これをもって所管事務事業の説明聴取を終わる。 

次に、「令和５年度委員会活動について」であるが、特別委員会の視察については、配付した「委員

会視察要領」、「委員会視察に関する申し合わせ事項」のとおりである。 

視察先等については、必要性を十分に勘案し、委員をはじめ、関係者と調整の上、決定していきたい

と思う。詳細については、正副委員長に一任願いたいが、これに異議はないか。 

（「異議なし」の発言あり） 

○岩井豊太郎委員長 

異議がないので、正副委員長に一任と決定した。 

以上で、本日の議題は終了したが、この際、何か意見等はないか。 

（発言する者なし） 

○岩井豊太郎委員長 

意見もないようなので、これをもって、本日の委員会を閉会する。 
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